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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける基地局により無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法で
あって、前記システムが通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セル
を有し、前記各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有し、幾つかの隣接無線セ
ルがセルクラスタを構成し、
　前記基地局が、前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルにおけ
る同じ複数のサブキャリアブロックセットにグループ化するステップと、
　前記基地局が、前記セルクラスタの前記無線セルに対して複数の送信電力レベルを決定
するステップと、
　前記基地局が、前記セルクラスタの前記無線セルの前記サブキャリアブロックセットに
前記複数の送信電力レベルのうちの一つを割り当てるステップと、を備える方法。
【請求項２】
　無線通信システムにおける基地局により無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法で
あって、前記システムが通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セル
を有し、前記各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有し、Ｎ個（Ｎは２以上の
整数）の隣接無線セルがセルクラスタを構成し、前記セルクラスタの前記無線セルそれぞ
れが同じサブキャリアを有するサブキャリアブロックセットを備え、
　前記基地局が、前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルの同じ
Ｎ個のサブキャリアブロックセットにグループ化するステップと、
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　前記基地局が、前記セルクラスタの前記無線セルに対してＮ個の送信電力レベルを決定
するステップと、
　前記基地局が、前記セルクラスタの前記無線セルの前記サブキャリアブロックセットに
前記Ｎ個の送信電力レベルのうちの一つを割り当てるステップと、を備える方法。
【請求項３】
　無線通信システムにおける基地局により無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法で
あって、前記システムが通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セル
を有し、前記各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有し、Ｎ個（Ｎは２以上の
整数）の隣接無線セルがセルクラスタを構成し、前記セルクラスタの前記無線セルそれぞ
れが同じサブキャリアを有するサブキャリアブロックセットを備え、
　前記基地局が、前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルの同じ
ｘ・Ｎ個（ｘは１以上の整数）のサブキャリアブロックセットにグループ化するステップ
と、
　前記基地局が、前記セルクラスタの前記無線セルに対してｙ・Ｎ個（ｙは１以上の整数
）の送信電力レベルを決定するステップと、
　前記基地局が、無線セルにおける前記ｙ・Ｎ個の送信電力レベルのうちの一部が前記無
線セルの前記ｘ・Ｎ個のサブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、且つ、平均
してｙ／ｘ個の送信電力レベルが一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられるよ
うに、ｙ・Ｎ個の送信電力レベルを前記セルクラスタの前記無線セルの前記ｘ・Ｎ個のサ
ブキャリアブロックセットに割り当てるステップと、を備える方法。
【請求項４】
　無線セルにおける前記送信電力レベル間のオフセットが無線セル間で異なる、請求項１
乃至請求項３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記通信システムが前記複数の無線セルと関連付けられる基地局と通信する複数の通信
端末を備え、
　前記基地局が、通信端末の通信信号の伝搬路損失、および、前記通信信号に対する隣接
無線セルからの干渉による伝搬路損失を測定するステップと、
　前記基地局が、前記測定に基づいて前記通信端末を無線セルにおけるサブキャリアブロ
ックセットの少なくとも一つのサブキャリアブロックに割り当てるステップと、を更に備
える請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局が、前記測定に基づいて前記通信端末に対する送信電力レベルを決定するス
テップを更に備え、前記決定された送信電力レベルに基づいて前記通信端末がブロックセ
ットの少なくとも一つのサブキャリアブロックに割り当てられる、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　異なる無線セルにおける送信電力レベルが異なる、請求項１乃至請求項６のいずれかに
記載の方法。
【請求項８】
　前記基地局が、無線セルにおける前記サブキャリアブロックセットを再構成するステッ
プを更に備える、請求項１乃至請求項７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局が、無線セルにおける前記送信電力レベルを再構成するステップを更に備え
る、請求項１乃至請求項８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記無線セルにおける前記電力レベルおよび／または前記サブキャリアブロックセット
の再構成が、セルクラスタの他の無線セルに従って実行される、請求項８または請求項９
記載の方法。
【請求項１１】
　前記再構成がチャネル品質の測定に基づく、請求項８乃至請求項１０のいずれかに記載
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の方法。
【請求項１２】
　前記基地局が、無線セルにおける前記サブキャリアブロックセットの再構成に関する情
報を無線セルから少なくとも一つの隣接無線セルにシグナリングするステップを更に備え
る、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　前記基地局が、無線セルにおけるチャネル品質に関する情報を無線セルから少なくとも
一つの隣接無線セルにシグナリングするステップを更に備える、請求項１乃至請求項１２
のいずれかに記載の方法。
【請求項１４】
　前記基地局が、通信システムにおける制御ユニットに情報をシグナリングするステップ
を更に備える、請求項１２または請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記基地局が、サブキャリアブロック割り当ておよび／またはサブキャリアブロックセ
ット割り当てに関する情報を通信端末にシグナリングするステップを更に備える、請求項
５乃至請求項１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信システムにおける基地局であって、前記システムが通信に複数のサブキャリア
ブロックが使用される複数の無線セルを備え、各サブキャリアブロックが複数のサブキャ
リアを有し、幾つかの隣接無線セルがセルクラスタを構成し、
　前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルにおける同じ複数のサ
ブキャリアブロックセットにグループ化する処理手段と、
　前記セルクラスタの前記無線セルに対して複数の送信電力レベルを決定する決定手段と
、
　前記複数の送信電力レベルのうちの一つを前記セルクラスタの無線セルの前記サブキャ
リアブロックセットに割り当てる割り当て手段と、を備える基地局。
【請求項１７】
　無線通信システムにおける基地局であって、前記システムが通信に複数のサブキャリア
ブロックが使用される複数の無線セルを備え、各サブキャリアブロックが複数のサブキャ
リアを有し、Ｎ個（Ｎは２以上の整数）の隣接無線セルがセルクラスタを構成し、前記セ
ルクラスタの前記無線セルそれぞれが同じサブキャリアを有するサブキャリアブロックセ
ットを備え、
　前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルにおける同じＮ個のサ
ブキャリアブロックセットにグループ化する処理手段と、
　前記セルクラスタの前記無線セルに対してＮ個の送信電力レベルを決定する決定手段と
、
　前記Ｎ個の送信電力レベルのうちの一つを前記セルクラスタの無線セルの前記サブキャ
リアブロックセットに割り当てる割り当て手段と、を備える基地局。
【請求項１８】
　無線通信システムにおける基地局であって、前記システムが通信に複数のサブキャリア
ブロックが使用される複数の無線セルを備え、各サブキャリアブロックが複数のサブキャ
リアを有し、Ｎ個（Ｎは２以上の整数）の隣接無線セルがセルクラスタを構成し、前記セ
ルクラスタの前記無線セルそれぞれが同じサブキャリアを有するサブキャリアブロックセ
ットを備え、
　前記サブキャリアブロックを前記セルクラスタの前記各無線セルにおける同じｘ・Ｎ個
（ｘは１以上の整数）のサブキャリアブロックセットにグループ化する処理手段と、
　前記セルクラスタの前記無線セルに対してｙ・Ｎ個（ｙは１以上の整数）の送信電力レ
ベルを決定する決定手段と、
　無線セルにおける前記ｙ・Ｎ個の送信電力レベルのうちの一部が前記無線セルの前記ｘ
・Ｎ個のサブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、且つ、平均してｙ／ｘ個の
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送信電力レベルが一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられるように、前記ｙ・
Ｎ個の送信電力レベルを前記セルクラスタの無線セルの前記ｘ・Ｎ個のサブキャリアブロ
ックセットに割り当てる割り当て手段と、を備える基地局。
【請求項１９】
　請求項５乃至請求項１５のいずれかに記載の方法を実行するよう適合される、請求項１
６乃至請求項１８のいずれかに記載の基地局。
【請求項２０】
　通信端末の通信信号の伝搬路損失および前記通信信号に対する干渉による伝搬路損失を
測定する測定手段と、
　前記測定に基づいて前記通信端末を前記サブキャリアブロックセットの一つの少なくと
も一つのサブキャリアブロックに割り当てる手段と、を更に備える請求項１６乃至請求項
１８のいずれかに記載の基地局。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法に関
する。このシステムは、通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セル
を備え、各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有する。更に、幾つかの隣接無
線セルはセルクラスタを構成する。本発明は、無線セルがセクタに分割されたシステムで
の使用に適合された対応する方法に更に関する。本発明は、更に、上述の方法を実行する
基地局と、基地局を備える通信システムとに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年のパケットベースのセルラ移動通信システムでは、（エアインタフェース）システ
ムスループットを増加させるに好適なツールであるため、動的チャネル割り当て（ＤＣＡ
）方式が普及している。ＤＣＡ方式は、基地局（ＢＳ）と移動局（ＭＳ）との間のリンク
のチャネル品質の短期の変動（高速フェージング）を利用する。このようなシステムでは
、いわゆるスケジューラ（通常は基地局の一部）が好ましいチャネル状態でシステムリソ
ースを好ましくは移動局に割り当てる。
【０００３】
　時間領域ＤＣＡは、フレームベースで動作し、１フレームの持続時間は典型的には（サ
ブ）ミリ秒領域である。更に、多元接続方式に依存して、エアインタフェースリソースは
例えば、符号および／または周波数領域に分割される。
【０００４】
　以下の説明はダウンリンクシナリオ（ＢＳがＭＳに送信する）に焦点を当てるが、ＤＣ
Ａは一般性の喪失を生ずることなくアップリンク（ＭＳがＢＳに送信する）にも適用可能
である。いずれの場合においても、ＤＣＡを実行するスケジューラは、チャネル推定によ
って集められるＢＳ－ＭＳリンクの詳細なチャネル知識を必要とする。スケジューラがネ
ットワークに位置し、測定がＭＳで実行される場合、チャネル情報はＭＳからＢＳにシグ
ナリングされる。瞬間的な受信信号電力および瞬間的な干渉を反映するよう、チャネル品
質が瞬間的に測定されることが重要である。
【０００５】
　周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システムでは、物理層チャネルが周波数領域で定めら
れるため、ＤＣＡは時間－周波数領域で実行される。典型的には、チャネル品質は周波数
領域（周波数選択性フェージング）において著しく変化する。したがって、全ての利用可
能な周波数、および、全てのアクティブな移動局上のチャネルの状態に依存して、スケジ
ューラは特定のＢＳ－ＭＳリンクに対して各スケジューリングの瞬間に動的にチャネルを
割り当てることができる。
【０００６】
　ＯＦＤＭＡ（直交周波数分割多元接続）システムでは、周波数リソースは、典型的には
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フラットフェージングを受ける狭帯域のサブキャリアに分割される。ここでは、好ましい
チャネル状態をリンクに対して利用するために、スケジューラは一般的に特定のＭＳにサ
ブキャリアブロック（Ｍ個の隣接または分離したサブキャリアを含む）を動的に割り当て
る。このようなシステムの例として、非特許文献１が公知である。
【０００７】
　ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）の場合、システムリソースは符号領域で定められ、した
がって、スケジューラは特定のＢＳ－ＭＳリンクに対して符号を動的に割り当てる。
ＦＤＭＡとは反対に、所与のリンクにおいてチャネル品質が全てのリソース／符号（フェ
ージングは符号選択性でない）に対して同じであり、そのため、符号領域ではＤＣＡは割
り当てるべき符号に対してではなく特定のＭＳに対して割り当てるべき符号の数に対して
実行される。ＤＣＡは、高速なフェージング特性を利用する時間領域スケジューリングに
焦点を当てる。３ＧＰＰ（第３世代パートナーシッププロジェクト）内のＨＳＰＤＡ（高
速ダウンリンクパケットアクセス）は、ＤＣＡを用いるＣＤＭＡシステムである。
【０００８】
　ＭＣ－ＣＤＭＡ（マルチキャリアＣＤＭＡ）システムは、ＣＤＭＡと（Ｏ）ＦＤＭＡと
の組み合わせとして考えられる。そのため、ＤＣＡは周波数領域と同様に符号領域でも実
行される。
【０００９】
　一般的に、ＤＣＡスループット効率は、セル中のアクティブな移動局の数と共に増加す
る。これは、良好なチャネル状態のリンクの数を増加させ、したがって、好ましい状態の
チャネルがスケジューリング（マルチユーザダイバーシチ）される可能性が高められるた
めである。
【００１０】
　典型的には、ＤＣＡは適応変調符号化（ＡＭＣ）およびハイブリッド自動再送要求（Ａ
ＲＱ）等のリンク適応技法と組み合わされる。
【００１１】
　更に、ＤＣＡは、チャネル電力変化を補償するおよび／またはＡＭＣ動作をサポートす
るために、特定のチャネル（符号、周波数領域）に割り当てられた電力が制御される電力
制御方式と組み合わされてもよい。
【００１２】
　電力制御を伴わないシステム
　先の項で説明した通り、効率的なＤＣＡ動作のためには、ＢＳにおけるスケジューラは
、電力制御されないシステムを仮定すると、全ての利用可能なサブキャリアブロックおよ
び全ての関連するＢＳ－ＭＳリンクの全てのチャネルの瞬間的な品質に対する詳細な知識
を必要とする。
【００１３】
　ＤＣＡ－ＯＦＤＭＡマルチセルシナリオおよび周波数再利用係数１を考慮すると、シス
テムは典型的には干渉が制限されている（interference limited）。即ち、１サブキャリ
アブロック当たりのチャネル品質は、信号（Ｓ）対干渉（Ｉ）比（ＳＩＲ）によって主に
定められ、このとき、干渉は隣接セル（Ｃは隣接セルの組を示す）におけるそれぞれのチ
ャネル（サブキャリアブロック）上の送信によって生ずるセル内干渉（同一チャネル干渉
）によって決定付けられる。
【００１４】
【数１】

　ＤＣＡおよび周波数選択性フェージングを有するＯＦＤＭＡシステムの場合、移動局ｍ
への所与のリンクに対する瞬間ＳＩＲ（ｔ）は、信号および干渉の両方がフェージングを
受けるため、サブキャリアブロックｂ上で変化する。
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【００１５】
【数２】

　前述した通り、ＤＣＡおよびＡＭＣを用いるシステムの性能は、ＳＩＲ推定の正確性に
大きく依存する。したがって、式（２）によると、以下の問題が生ずる。
【００１６】
　式（２）における全ての値は、高速フェージングを受け、測定時と実際の送信時（ＤＣ
ＡおよびＡＭＣ選択の実行後）との間で変化する。この遅延は、不正確なＤＣＡおよびＡ
ＭＣ動作を生ずる。遅延は、測定がＭＳで実行されＢＳにシグナリングすることによって
フィードバックされる必要がある場合、増加する。
【００１７】
　分母における干渉波の数は、隣接セルにおけるサブキャリアブロックの実際の使用（割
り付け）に依存する。即ち、隣接セルにおける実際の負荷に依存して、幾つかのサブキャ
リアブロックは使用されない場合がある。一般的に、測定時では、送信時でのサブキャリ
アブロックの使用は、以下の理由により隣接セルにおいて未知である。
【００１８】
　チャネルの品質の測定は、隣接セルにおけるサブキャリアブロックの割り付け（スケジ
ューリング）によって生ずる無効の（outdated）干渉に基づいて実行される（ｎ番目のフ
レームに対する測定は（ｎ－ｋ）番目のフレームにおいて実行され、このときサブキャリ
アの割り付けは異なることが多い）。
【００１９】
　更に、いわゆるチキンアンドエッグの割り付けの問題がある：セルＡにおいて、サブキ
ャリアブロックの割り付けとＡＭＣは、セルＢ（隣接セル）におけるサブキャリアブロッ
クの割り付けの知識を必要とするセルＡにおけるＳＩＲの測定／計算が行われた後に実行
される。しかしながら、セルＢにおいてサブキャリアブロックの割り付けが実行される前
に、セルＡにおけるサブキャリアブロックの割り付けの知識を必要とするセルＢにおける
ＳＩＲの測定／計算が行われる必要がある。
【００２０】
　チキンアンドエッグの問題が例えば、繰り返し処理によって回避／解決される場合、基
地局間での割り付けステータス等のシグナリングが必要である。しかしながら、スケジュ
ーリングフレームがミリ秒領域にあるため、シグナリングは更に大幅な遅延を生ずる。
【００２１】
　追加的には、電力制御を伴わないと、ＢＳ－ＭＳリンクに対する平均ＳＩＲ（高速フェ
ージングによる影響を無視する）は以下の影響を生ずるＭＳのジオメトリ（例えば、ＢＳ
までの距離）に大きく依存する。
【００２２】
　ＢＳとＭＳとの間の距離が増加すると、平均受信信号電力が減少し、平均受信干渉電力
が増加するため、それぞれのリンクに対するＳＩＲが減少する。これは、低いジオメトリ
の移動局へのリンクに対する１サブキャリアブロック当たりの著しく低い実現可能なデー
タレートとなる。
【００２３】
　平均ＳＩＲの差は、ＡＭＣ方式定義について大きいダイナミックレンジを必要とする数
十ｄＢのオーダでもよい。これにより、より小さいダイナミックレンジに対してＡＭＣ精
度を維持する際に変調方式と符号率との組み合わせの必要な数が増加するため、シグナリ
ングの量も増加する。
【００２４】
　電力制御されるシステムと比較して、電力制御されないシステムでは、多値変調方式（
例えば、８ＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等）が高いジオメトリの移動局へのリンクに
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対して選択される可能性が高い。これにより、移動局にて得られるスループットが増加す
るが、利用可能な電力が非多値変調方式（例えば、ＱＰＳＫ）だけが使用されるよう配分
されるシステムと比較して、全体的なシステムスループットが減少する。これは、多値変
調方式の減少された電力効率によって生ずる。
【００２５】
　更に、電力制御されるシステムとは反対に、電力制御されないシステムでは、低いジオ
メトリの移動局が単一の送信の試みではデータを受信できず、何回かの再送信を必要とす
る可能性が高い。したがって、平均送信（ＡＲＱ再送信）回数が増加し、送信遅延とフィ
ードバックシグナリングを増加させ、帯域効率を減少させる。
【００２６】
　高いジオメトリの移動局へのデータ送信は、平均してより高い変調符号化方式が選択さ
れるため、時間領域においてよりバースト的となる。結果として、よりバースト的なサブ
キャリアブロックの割り付けが生ずる。それにより、サブキャリアブロックの割り付けが
より頻繁に変化するため、式（２）によるＳＩＲ推定がより困難となる。
【００２７】
　電力制御されるシステムの特性
　ＤＣＡとＡＭＣは、電力制御（ＰＣ）方式と組み合わされてもよい。ＰＣを用いると、
システムは、信号路の損失、シャドウイング効果（低速フェージング）、および／または
、高速フェージング効果による受信信号電力の変動を補償しようとする。一般的に、ＰＣ
方式は、高速ＰＣと低速ＰＣといった二つのカテゴリーに分類される。
【００２８】
　ＰＣを有さないシステムとは反対に、低速ＰＣシステムについて、平均ＳＩＲは、低速
フェージング効果のみおよび無制限の最小および最大送信電力を仮定して、移動局のジオ
メトリに依存しない。したがって、１サブキャリアブロック当たりの実現可能なデータレ
ートはＭＳの位置に依存しない。しかしながら、低速ＰＣは、ある制限内（制御コマンド
のダイナミックレンジ）でのみ動作する、即ち、電力補償は十分でなく、どのリンクにと
っても十分に速くない。
【００２９】
　高速電力制御は、送信レートを短期間の変動に適応させるため、且つ、全体的な電力使
用を最適化するためにＡＭＣと一緒に通常実行される。
【００３０】
　低速／高速ＰＣを用いると、先の項で概要を説明した瞬間的なＳＩＲ推定／測定／計算
の問題がＰＣのない場合と比較してより深刻である。つまり、式（２）の分母における和
の未知の数の干渉成分は、高速フェージングを受けるだけでなく、隣接セルにおけるＰＣ
により振幅が著しく異なる。即ち、所与の隣接セルからの所与のサブキャリアブロックに
対するセル内干渉は、送信電力がＭＳの位置に主に依存して著しく異なり得るため、それ
ぞれのサブキャリアブロックに対してどのＭＳがスケジューリングされているかに依存し
て、数十ｄＢでフレーム毎に異なってもよい。これは、干渉平均化効果がないため、干渉
が幾つかの干渉波によって占められている場合、特に重要である。
【非特許文献１】"Performance of an OFDM-TDMA mobile communication system", IEEE 
Proceedings on the Conference on Vehicular Technology (VTC 1996), Atlanta, 1996
【発明の開示】
【００３１】
　本発明は、電力制御によって生ずる追加的な、ＳＩＲ推定、測定および計算の問題を生
ずることなく移動局（ＭＳ）のジオメトリによる大きい平均信号対干渉比（ＳＩＲ）変動
を減少させることを目的とする。したがって、本発明は、電力制御のない環境に特に適し
ている。
【００３２】
　上述の目的は、独立請求項の技術的内容によって解決される。本発明の異なる実施の形
態は、従属請求項の技術的内容である。
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【００３３】
　より詳細には、本発明は、無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化
させる方法を提供する。このシステムは、複数のサブキャリアブロックが通信に使用され
る複数の無線セルを備える。各サブキャリアブロックは、複数のサブキャリアを備え、幾
つかの隣接無線セルがセルクラスタを構成する。更に、「サブキャリアブロック」といっ
た用語は、例えば、サブキャリアブロックのサブキャリアの数が１に等しい場合に、ＦＤ
Ｍ（周波数分割多重）に基づく通信システムにおける（物理層）チャネルとして理解され
るであろう。
【００３４】
　当該方法によると、サブキャリアブロックは、セルクラスタの各無線セルにおいて複数
のサブキャリアブロックセット（ＳＢＳ）にグループ化される。更に、複数の送信電力レ
ベルがセルクラスタの無線セルそれぞれに対して決定され、複数の送信電力レベルはセル
クラスタの無線セルのサブキャリアブロックセットに割り当てられる。該実施の形態によ
ると、送信電力レベルとサブキャリアブロックセットとの数は、互いに独立している、即
ち、必ずしも同じ数である必要はない。
【００３５】
　セルクラスタの無線セルそれぞれは、同じサブキャリアを有する対応サブキャリアブロ
ックセットを備えてもよい。
【００３６】
　単一の無線セルにおいて複数の送信電力レベルそれぞれが単一の無線セルの一つのサブ
キャリアブロックセットにマッピングされ、複数の送信電力レベルそれぞれがセルクラス
タの無線セルにおける対応サブキャリアブロックセットの一つにマッピングされるように
、複数の送信電力レベルは、セルクラスタの無線セルのサブキャリアブロックセットに割
り当てられてもよい。電力レベルの配分に対する該規則は、利用可能な送信電力レベルの
数がサブキャリアブロックセットの数以上となるよう選択される状況に特に適用可能であ
る。
【００３７】
　更に、単一の無線セルにおいて、単一の無線セルの複数のサブキャリアブロックセット
それぞれが一つの送信電力レベルにマッピングされ、セルクラスタの無線セルにおける対
応サブキャリアブロックセットそれぞれが複数の送信電力レベルの一つにマッピングされ
るように、複数の送信電力レベルは、セルクラスタの無線セルのサブキャリアブロックセ
ットに割り当てられてもよい。上述の典型的な配分規則とは反対に、電力レベルの配分に
対する当該規則は、利用可能なサブキャリアブロックセットの数が送信電力レベルの数以
上となるように選択される状況において特に適用可能である。
【００３８】
　別の実施の形態によると、上述の二つの割り当て規則に使用されるマッピングは固有の
マッピングである。つまり、例えば、送信電力レベルをサブキャリアブロックセットにマ
ッピングする際、送信電力レベルそれぞれは単一の対応サブキャリアブロックセットにマ
ッピングされる。サブキャリアブロックセットが送信電力レベルにマッピングされる場合
、各サブキャリアブロックセットは、単一の対応送信電力レベルにマッピングされる。
【００３９】
　送信電力レベルおよびサブキャリアブロックセットの配分を簡略化するために、それぞ
れの数はセルクラスタを形成する無線セルの数に基づいて決定される。更なる実施の形態
では、本発明は無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法で
あって、システムが通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セルを備
え、各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有する方法を提供する。更に、Ｎ個
の隣接無線セルがセルクラスタを構成し、このときＮは２以上の整数である。
【００４０】
　本発明の該実施の形態によると、サブキャリアブロックは、セルクラスタの各無線セル
におけるＮ個のサブキャリアブロックセットにグループ化されてもよい。したがって、該
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実施の形態では、サブキャリアブロックセットの数は、クラスタにおける無線セルの数に
対応する。更に、無線セルにおけるＮ個の送信電力レベルそれぞれが無線セルのＮ個のサ
ブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、Ｎ個の送信電力レベルそれぞれが対応
サブキャリアブロックセットの一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられるよう
に、Ｎ個の送信電力レベルが、セルクラスタの無線セルそれぞれに対して決定され、Ｎ個
の送信電力レベルがセルクラスタの無線セルのＮ個のサブキャリアブロックセットに割り
当てられてもよい。
【００４１】
　本実施の形態で提案されるように、セルクラスタにおけるセルの数、サブキャリアブロ
ックセットの数、および、送信電力レベルの数を選択する際、上述の全体的な配分規則が
著しく簡略化される。
【００４２】
　本発明の別の実施の形態は、送信電力レベルとサブキャリアブロックセットの数がそれ
ぞれセルクラスタにおける無線セルの数の整数倍であるシステムに関する。本実施の形態
は、無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法を提供する。
このシステムは、通信に複数のサブキャリアブロックが使用される複数の無線セルを備え
、各サブキャリアブロックは複数のサブキャリアを有する。Ｎ個の隣接無線セルはセルク
ラスタを構成し、このときＮは２以上の整数である。
【００４３】
　当該方法によると、サブキャリアブロックは、セルクラスタの各無線セルにおけるｘ・
Ｎ個のサブキャリアブロックセットにグループ化されてもよく、このとき、セルクラスタ
の無線セルそれぞれは同じサブキャリアを有する対応サブキャリアブロックセットを備え
る。ｘは、１以上の整数である。更に、セルクラスタの無線セルそれぞれに対してｙ・Ｎ
個の送信電力レベルが決定されてもよく、ことのきｙは１以上の整数である。
【００４４】
　次に、無線セルにおけるｙ・Ｎ個の送信電力レベルそれぞれが無線セルのｘ・Ｎ個のサ
ブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、平均してｙ／ｘ個の送信電力レベルが
対応サブキャリアブロックセットの一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられる
ように、ｙ・Ｎ個の送信電力レベルは、セルクラスタの無線セルのｘ・Ｎ個のサブキャリ
アブロックセットに割り当てられてもよい。
【００４５】
　比ｙ／ｘが、パラメータｘおよびｙの選択に依存して、非整数となってもよいことに注
意する。当然のことながら、送信電力レベルの半分をサブキャリアブロックセットに割り
当てることは可能でない。しかしながら、異なる個数の電力レベルが各サブキャリアブロ
ックセットに割り当てられるように整数の電力レベルをサブキャリアブロックセットに配
分することは可能である。それにより、平均してｙ／ｘの比の電力レベルが割り当てられ
る。
【００４６】
　上記した無線通信システムにおける干渉を均衡化させる方法の異なる実施の形態が、セ
ルクラスタの異なるセルにおける電力レベルを同一の電力レベルに制限するとして理解さ
れてはならないことに注意する。セルクラスタの各無線セルにおける個々の電力レベルは
互いと同一あるいは異なってもよい。これは、例えば、異なるセルにおけるそれぞれのチ
ャネル状態およびセルサイズに適合可能となるといった利点を有する。
【００４７】
　上述の全ての実施の形態において、該方法は、通信端末の通信信号の伝搬路損失、およ
び、隣接セルからの干渉の伝搬路損失を測定するステップを更に備える。上述の実施の形
態は、更に、測定に基づいて通信端末をサブキャリアブロックセットの一つの一つ以上の
サブキャリアブロックに割り当てるステップを更に備える。
【００４８】
　通信端末に対する送信電力レベルは、上述の測定に基づいて決定されてもよく、且つ、
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通信端末は決定された送信電力レベルに基づいて少なくとも一つのサブキャリアブロック
セットに割り当てられてもよい。
【００４９】
　実際のチャネル割り当てがサブキャリアブロックに対して行われてもよいことに注意す
る。これに関して、サブキャリアブロックセットへの割り当ては事前選択として考えられ
る。
【００５０】
　別の実施の形態では、最初に通信端末にブロックセットを割り当て、割り当てに基づい
てそれぞれの送信電力レベルを選択してもよい。したがって、送信電力レベルは、割り当
てられたブロックセットに基づいて決定される。
【００５１】
　割り当てられたサブキャリアブロックセットの送信電力レベルは、測定された信号伝搬
路損失と測定された干渉伝搬路損失との比に間接的に比例してもよい。その結果、無線セ
ルの基地局の近傍に位置する通信端末について、測定結果は、通信端末と基地局との間の
通信に対して低送信電力レベルが十分であることを示す。反対に、無線セルのセル境界の
近傍に位置する通信端末について、測定結果は、通信端末と基地局との間の通信に対して
相応じて高い送信電力レベルが必要となることを示す。
【００５２】
　更に、例えば、劣化するチャネルの品質が送信電力レベルを上げることでは対処されな
いことに注意する。あるいは、送信電力は低レベルのときだけ上げられるか一定に保たれ
る。チャネルの品質における劣化は、チャネル（またはサブキャリアブロック）に対して
使用される変調（および符号化）方式を変更することで、または、割り当てられたサブキ
ャリアブロックセットを変更することで対処される。
【００５３】
　セルクラスタの異なる無線セルにおける送信電力レベルが異なる場合に、セルクラスタ
の無線セルそれぞれの対応チャネル状態に送信電力レベルが適合されるといった利点も得
られる。
【００５４】
　チャネルの品質の状態の変化に適合できるために、無線セルにおけるサブキャリアブロ
ックセットが再構成され得る。上述と同じ理由により、無線セルにおける送信電力レベル
も再構成され得る。
【００５５】
　無線セルにおける電力レベルおよび／またはサブキャリアブロックセットの再構成は、
当該セルクラスタの他の無線セルに従って実行されてもよい。この再構成は、セルクラス
タの無線セルおよび／または他の無線セルにおけるチャネルの品質の測定に基づいてもよ
い。
【００５６】
　更に、無線セルにおけるサブキャリアブロックセットの再構成に関する情報は、無線セ
ルから当該セルクラスタの他の無線セルにシグナリングされてもよく、あるいは、監視ユ
ニット（例えば、無線ネットワークコントローラ）からセルクラスタを構成する無線セル
にシグナリングされてもよい。
【００５７】
　本発明の更なる実施の形態によると、無線セルにおけるチャネルの品質に関する情報も
無線セルから当該セルクラスタの他の無線セルにシグナリングされてもよい。無線セルに
おけるチャネルの品質を隣接無線セルにシグナリングすることにより、それぞれの無線セ
ルにおける送信電力レベルまたはサブキャリアブロックセットを再構成する際の情報が含
まれてもよい。
【００５８】
　本発明の基礎となる主な思想は、無線セルがセクタに分割されたシステム、即ち、マル
チビームアンテナまたはマルチアンテナを用いるシステムにも適用可能である。当該レイ
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アウトを用いて、単一のセルは、アンテナビームによってそれぞれカバーされている複数
のセクタに分割されてもよい。したがって、別の実施の形態によると、本発明は、無線通
信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法を提供する。このシステ
ムは、少なくとも二つのセクタをそれぞれ有する複数の無線セルを備え、各セクタにおい
て複数のサブキャリアブロックが通信に使用される。各サブキャリアブロックは、複数の
サブキャリアを有し、幾つかの隣接無線セルがセルクラスタを構成する。
【００５９】
　サブキャリアブロックは、クラスタの各無線セルのセクタそれぞれにおける複数のサブ
キャリアブロックセットにグループ化される。複数の送信電力レベルは、セルクラスタの
各無線セルの各セクタに対して決定される。次に、複数の送信電力レベルは、無線セルの
セクタ、および、他の無線セルの隣接セクタの複数のサブキャリアブロックセットに割り
当てられる。
【００６０】
　無線セルの各セクタは、セルクラスタの他の無線セルに属する隣接セクタを有する。更
に、無線セルのセクタ、および、他の無線セルにおける隣接セクタはセクタクラスタを構
成し、それぞれ同じサブキャリアを有する対応サブキャリアブロックセットを備えてもよ
い。
【００６１】
　無線セルの単一のセクタにおいて、複数の送信電力レベルそれぞれがセクタの一つのサ
ブキャリアブロックセットにマッピングされ、複数の送信電力レベルそれぞれがセクタク
ラスタにおける対応サブキャリアブロックセットの一つにマッピングされるように、複数
の送信電力レベルは、セルクラスタの無線セルのサブキャリアブロックセットに割り当て
られてもよい。
【００６２】
　代替的には、無線セルの単一のセクタにおいて、セクタの複数のサブキャリアブロック
セットそれぞれが一つの送信電力レベルにマッピングされ、セクタクラスタにおける複数
の対応サブキャリアブロックセットそれぞれが一つの送信電力レベルにマッピングされる
ように、複数の送信電力レベルは、セルクラスタの無線セルのサブキャリアブロックセッ
トに割り当てられてもよい。
【００６３】
　上述の通り、マッピングは固有のマッピングでもよい。
【００６４】
　送信電力レベルとサブキャリアブロックセットの配分を簡略化するために、それぞれの
数はセルクラスタを構成する無線セルの数に関連して決定されてもよい。したがって、更
なる実施の形態では、本発明は、無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均
衡化させる方法を提供する。このシステムは、少なくとも二つのセクタをそれぞれ有する
複数の無線セルを備え、各セクタにおいて複数のサブキャリアブロックが通信に使用され
、各サブキャリアブロックが複数のサブキャリアを有する。幾つかの隣接無線セルがセル
クラスタを構成する。
【００６５】
　サブキャリアブロックは、クラスタの各無線セルのセクタそれぞれにおけるＮ個のサブ
キャリアブロックセットにグループ化され、無線セルの各セクタはセルクラスタの他の無
線セルにおいてＮ－１個の隣接セクタを有し、無線セルのセクタと他の無線セルにおける
隣接セクタはそれぞれ同じサブキャリアを有する対応サブキャリアブロックセットを備え
る。Ｎは２以上の整数である。
【００６６】
　更に、Ｎ個の送信電力レベルがセルクラスタの各無線セルの各セクタに対して決定され
てもよい。セクタにおいて、無線セルのセクタにおけるＮ個の送信電力レベルそれぞれが
セクタのＮ個のサブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、Ｎ個の送信電力レベ
ルそれぞれが対応セクタの一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられるように、
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Ｎ個の送信電力レベルは、無線セルのセクタおよび他の無線セルの隣接セクタのＮ個のサ
ブキャリアブロックセットに割り当てられる。
【００６７】
　本発明の別の実施の形態は、送信電力レベルとサブキャリアブロックセットとの数それ
ぞれがセルクラスタにおける無線セルの整数倍であるシステムに関する。本実施の形態は
、無線通信システムにおける無線セル間の干渉の分布を均衡化させる方法を提供する。こ
のシステムは、少なくとも二つのセクタをそれぞれ有する複数の無線セルを備え、各セク
タにおいて複数のサブキャリアブロックは通信に使用され、各サブキャリアブロックは複
数のサブキャリアを有する。幾つかの隣接無線セルはセルクラスタを構成する。
【００６８】
　本実施の形態では、サブキャリアブロックは、クラスタの各無線セルのセクタそれぞれ
におけるｘ・Ｎ個のサブキャリアブロックセットにグループ化され、無線セルの各セクタ
はセルクラスタの他の無線セルにおいてＮ－１個の隣接セクタを有し、無線セルのセクタ
と他の無線セルにおける隣接セクタはそれぞれ同じサブキャリアを有する対応サブキャリ
アブロックセットを備える。ｘは１以上の整数である。Ｎは２以上の整数である。
【００６９】
　更に、ｙ・Ｎ個の送信電力レベルがセルクラスタの各無線セルの各セクタに対して決定
されてもよく、このときｙは１以上の整数である。
【００７０】
　無線セルにおいて、無線セルのセクタにおけるｙ・Ｎ個の送信電力レベルそれぞれがセ
クタのｘ・Ｎ個のサブキャリアブロックセットの一つに割り当てられ、平均してｙ／ｘ個
の送信電力レベルが対応セクタの一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられるよ
うに、ｙ・Ｎ個の送信電力レベルは、無線セルのセクタおよび他の無線セルの隣接セクタ
のｘ・Ｎ個のサブキャリアブロックセットに割り当てられる。
【００７１】
　この通信システムは、複数の無線セルと関連付けられる基地局と通信する複数の通信端
末を更に備える。通信端末の通信信号の伝搬路損失と、通信信号に対する隣接セクタから
の干渉による伝搬路損失とは、例えば、基地局で測定され、通信端末は測定に基づいてセ
クタにおけるサブキャリアブロックセットの少なくとも一つのサブキャリアブロックに割
り当てられてもよい。
【００７２】
　更なるステップでは、通信端末に対する送信電力レベルは測定に基づいて決定され、通
信端末は決定された送信電力レベルに基づいてブロックセットに割り当てられる。
【００７３】
　別の実施の形態によると、最初に通信端末にブロックセットを割り当て、割り当てに基
づいてそれぞれの送信電力レベルを選択することも考えられる。したがって、送信電力レ
ベルは、割り当てられたブロックセットに基づいて決定される。
【００７４】
　異なるセクタにおける送信電力レベルは、無線セルのセクタにおける送信電力と同様に
、異なってもよい。
【００７５】
　更に、サブキャリアブロックセットは、無線セルのセクタにおいて再構成されてもよい
。同様のことがセクタの送信電力レベルにも適用される。
【００７６】
　セクタにおける電力レベルおよび／またはサブキャリアブロックセットの再構成は、セ
クタクラスタの他のセクタに従って実行されてもよい。更に、再構成は、セクタクラスタ
のセクタおよび／または他のセクタにおけるチャネルの品質の測定に基づいてもよい。
【００７７】
　再構成に関連して、セクタにおけるサブキャリアブロックセットの再構成に関する情報
は当該無線セルからセクタクラスタのセクタを有する無線セルにシグナリングされてもよ
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い。更に、セクタにおけるチャネルの品質に関する情報は、当該無線セルからセクタクラ
スタのセクタを有する無線セルにシグナリングされてもよい。
【００７８】
　システムアーキテクチャ、即ち、セクタ化された無線セルを使用するかしないかとは関
係なく、電力レベルまたはサブキャリアブロックセットの再構成に関する情報は、通信シ
ステムにおける制御ユニットにシグナリングされる。リリース９９／４／５ＵＴＲＡＮ（
ＵＴＭＳ陸上無線アクセスネットワーク）アーキテクチャを例として、制御ユニットは、
無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）でもよく、あるいは、進化型アーキテクチャで
は、拡張型ノードＢ、即ち、ノードＢ＋でもよい。
【００７９】
　更に、システムアーキテクチャとは関係なく、サブキャリアブロック割り当ておよび／
またはサブキャリアブロックセット割り当てに関する情報は通信端末にシグナリングされ
てもよい。
【００８０】
　本発明の更なる実施の形態によると、無線通信システムにおける通信端末が提供される
。通信端末は、サブキャリアブロック割り当ておよび／またはサブキャリアブロックセッ
ト割り当てを示す情報を受信する受信手段と、シグナリングされた割り当てられたサブキ
ャリアブロックおよび／またはシグナリングされた割り当てられたサブキャリアブロック
セットをデータ送信のために選択する選択手段とを備えてもよい。
【００８１】
　無線セルにおける同一チャネル干渉を均衡化させる本発明の方法の全ての異なる実施の
形態は、有利には基地局で使用される。基地局は、上述の通り、当該方法の異なる実施の
形態に従って異なる方法ステップを実行するそれぞれの手段を具備してもよい。本発明は
、更に、異なる実施の形態に従って方法を実行するように適合される基地局と、少なくと
も一つの通信端末とを備える無線通信システムを提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００８２】
　以下では、本発明は、添付の図面を参照してより詳細に説明される。図中、同様のある
いは対応する構成要素には同じ参照番号が付与される。
【００８３】
　以下では、本発明はＯＦＤＭを用いた無線通信システムについて説明される。実施例は
ＯＦＤＭに関連するが、本発明の基礎となる思想が他のＦＤＭベースの通信システムにも
容易に適用されることは理解されるであろう。
【００８４】
　本発明の実施の形態によると、ＯＦＤＭサブキャリアブロックは、Ｎ個のサブキャリア
ブロックセット（ＳＢＳ）に分割される。図１（ｂ）の三つの実施例で示されるように、
各ＳＢＳに対して異なる一定の（または半静的な）送信電力レベルが定められる。送信電
力レベルの割り当ては、無線セル内のＳＩＲレベルの分布を操作するために隣接セルにお
けるＳＢＳ電力レベルに応じて実行され得る。
【００８５】
　従来技術と比べて、この電力オフセット割り当てはシステムに対して二つの主な影響を
及ぼす。第一に、適当なＳＢＳからサブキャリアブロックを割り当てることで伝搬路損失
が幾らか補償され得るように移動局を割り当てることを可能にする。即ち、低いジオメト
リの移動局は高い送信電力（および、低いセル内干渉）のＳＢＳに割り当てられることが
好ましく、高いジオメトリの移動局は低い送信電力（および、高いセル内干渉）のＳＢＳ
に割り当てられることが好ましい。したがって、低いジオメトリ（セルの縁）の移動局に
対する平均ＳＩＲは増加され、高いジオメトリ（セルの中心の近傍）の移動局に対する平
均ＳＩＲは減少されるべきである。「ジオメトリ」といった用語は、特定の送信電力を仮
定して無線セルにおける通信端末と基地局との間の通信リンクの品質に言及するものであ
る。ジオメトリは、例えば、通信端末と基地局との間の距離、建物等の障害物等に依存す
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る通信路損失に反比例する。
【００８６】
　第二に、隣接セルにおける発生した干渉量はＳＢＳに対して著しく異なり、隣接セルに
おけるリンクのＳＩＲに影響を及ぼす。電力制御（ＰＣ）を有するＤＣＡおよびＡＭＣと
比べて、電力レベルが瞬間的に（完全な負荷を仮定して）変化しないため干渉量はより精
密に推定され、隣接セルにおいて知ることができる。即ち、隣接セルにおける所与のサブ
キャリアブロックに対して割り当てられたＭＳが変化した場合、送信された電力が一定（
高速なフェージング効果を除く）のままであるため、発生した干渉は変化しない。
【００８７】
　以下に、無線セル内のＳＩＲ分布と、分布の標準偏差のシミュレーションを従来技術の
通信システムに対して（図１（ａ）、図３、図４参照）、並びに、本発明の異なる実施の
形態に従って動作するシステムに対して（図１（ｂ）、図５乃至図１０参照）例示する。
【００８８】
　シミュレーションでは、以下の仮定が設けられる。一つの無線セル当たり一つのセクタ
（全方位アンテナパターン）を有する正六角形のセルレイアウトが選択される。セルレイ
アウトの実施例は、例えば、図５に示される。更に、一つのセル当たり三つのＳＢＳ（Ｎ
＝３）が存在し、ＳＢＳは隣接サブキャリアブロックよりなる（図２の実施例１）。
【００８９】
　更に、各ＳＢＳは、等しい数のサブキャリアブロックを含む。移動局は、各セルにおい
て均一に分布されている。システムは完全に負荷され、即ち、全てのサブキャリアブロッ
クは全ての無線セルにおいて使用され、即ち、全ての無線セルは所定の送信電力レベルで
全てのサブキャリアブロック上で送信する。更に、完全なハードハンドオーバが提供され
、即ち、セルＡの六角形内に物理的に位置する移動局はセルＡに属する。全ての基地局は
、等しい合計電力で送信し、ＳＢＳ間の電力レベル比は全てのセルにおいて等しくてもよ
い。シミュレーションは、平均ＳＩＲ値、即ち、高速フェージング効果が無視されたこと
を示す。
【００９０】
　図３は、全ての隣接セル（隣接しないセルからの干渉は無視される）においてそれぞれ
のサブキャリアブロックが使用されるときの、電力制御を有さない従来技術のシステムに
対する、無線セルおよびその基地局ＢＳ１に対するＳＩＲ分布（全てのサブキャリアブロ
ックに対して）を示す。即ち、本実施例では、全てのサブキャリアブロックに対して一定
の送信電力レベルが使用される。ＢＳ１の無線セル境界内のＳＩＲ分布は、ｄＢの単位で
広範囲に広がり、その標準偏差（ＳＴＤ）は８．４ｄＢである（図４参照）。したがって
、従来のシステムでは、基地局ＢＳ１と基地局ＢＳ１の近傍の通信端末との間の無線チャ
ネルに対するＳＩＲは、変調符号化方式でのデータ受信に対するより必要以上に大きく、
所与のビット／ブロック誤り率で最高のデータレート（最高のＳＩＲ要件）を提供する。
しかしながら、無線セルの境界の近傍では、ＳＩＲは変調符号化方式でのデータ受信に必
要なレベル以下に低下し、所与のビット／ブロック誤り率で最低のデータレート（最低の
ＳＩＲ要件）を提供する。図４から分かるように、無線セル内のＳＩＲレベルの分布にお
いて大きい標準偏差がある。図中、最も右のバーは、無線セルにおける３０ｄＢ以上の全
てのＳＩＲを表す。
【００９１】
　本発明の第１の態様は、無線セル内でより均一且つ均衡化された平均ＳＩＲ分布を実現
することである。したがって、一実施の形態による本発明は、序文で述べた問題を解決し
、電力制御に関わる問題を招くことなくＳＩＲ　ＳＴＤを減少することを目的とする。
【００９２】
　受信信号電力と受信干渉電力の両方によってＳＩＲが影響を及ぼされることを念頭にお
いて、二つの影響が観察される。第一に、平均受信信号電力は、ＢＳとＭＳとの間の距離
（伝搬路損失）が増加すると減少する。第二に、セル内受信干渉電力は、少なくとも一つ
の隣接干渉ＢＳまでの距離が減少するため、ＢＳとＭＳとの間の距離が増加すると増加す
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る。
【００９３】
　これら二つの影響は本発明によって取り組まれる。第一の影響は、図１（ｂ）の実施例
に示すように定められたＳＢＳに対する異なる送信電力レベルの定義によって対応される
。
【００９４】
　図１（ｂ）は、サブキャリアブロックをサブキャリアブロックセットに分割する三つの
異なる実施例を示す。図の最も左側の実施例を見ると、最初の三つのサブキャリアブロッ
クが一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられ、それらは送信電力レベルＰ１

Ｓ

ＢＳ１と関連付けられる。本実施例から明らかとなるように、所定の数の連続するサブキ
ャリアブロックが、一つの送信電力レベルに割り当てられた一つのサブキャリアブロック
セットにグループ化されてもよい。図１（ｂ）の中央に示される実施例は、所定の間隔の
サブキャリアブロックを単一のサブキャリアブロックセットにする。三つのサブキャリア
毎に一つのサブキャリアブロックセットに割り当てられる。しかしながら、図１（ｂ）の
最も右側に例示するように、サブキャリアブロックを異なるサブキャリアブロックセット
に自由に配分することも可能である。図示する三つの実施例全てにおいて、異なるサブキ
ャリアブロックセットとそのサブキャリアブロックは、図示するバーの異なる高さによっ
て示されている。更に、各サブキャリアブロックセットに等しい数のサブキャリアブロッ
クが割り当てられる必要はなく、全ての利用可能なサブキャリアブロックがサブキャリア
ブロックセットに自由に配分されてもよいことは理解されるであろう。
【００９５】
　異なる送信電力レベルの定義は、高い送信電力を有するＳＢＳに属するサブキャリアブ
ロックに低いジオメトリの移動局をマッピングすること、中間の送信電力を有するＳＢＳ
に属するサブキャリアブロックに中間のジオメトリの移動局をマッピングすること、およ
び、低い送信電力を有するＳＢＳに属するサブキャリアブロックに高いジオメトリの移動
局をマッピングすることを可能にする。本実施の形態では、三つの典型的な送信電力レベ
ルだけが用いられることに注意する。
【００９６】
　第二の影響は、マルチセルシステムにおいて隣接セルにおけるＳＢＳに対する送信電力
レベルの配分に対する割り当て規則を用いて主に取り組まれる。三つの無線セルのセルク
ラスタを考慮して、図２の実施例は、それぞれのＳＢＳに対して高い、中間の、および、
低い電力レベルが定められるように無線セル１乃至３における電力レベルが割り当てられ
る。即ち、異なる典型的なサブキャリアブロックセットの割り付けが図１（ｂ）に示す実
施例に対応することに注意する。
【００９７】
　電力レベルの割り当てに対する以下の規則が定められる。Ｐ１

ＳＢＳ１≧Ｐ１
ＳＢＳ２

≧Ｐ１
ＳＢＳ３のＳＢＳ送信電力レベル（Ｐ無線セル

ＳＢＳ数）の組み合わせを有する無
線セル１（ＢＳ１）について、隣接無線セル２（ＢＳ２）および無線セル３（ＢＳ３）に
対するＳＢＳ送信電力レベルの組み合わせはＰ２

ＳＢＳ２≧Ｐ２
ＳＢＳ３≧Ｐ２

ＳＢＳ１

およびＰ３
ＳＢＳ３≧Ｐ３

ＳＢＳ１≧Ｐ３
ＳＢＳ２と定められる。セルクラスタが全ての

隣接無線セルを有さないことに注意する。図５に示すように、結果として生ずる「クラス
タ構造」はチャネル再利用方式から公知のものに類似する。
【００９８】
　図２に示す実施例は一つの無線セル当たり三つのサブキャリアブロックセットおよび三
つの送信電力レベルを示すが、本発明は、無線セルにおける任意の数の送信電力レベルお
よびサブキャリアブロックセットに一般的に適用可能である。上述の実施例から明らかで
あるように、送信電力レベルの数およびサブキャリアブロックセットの数の選択における
あるコンスタレーションがサブキャリアブロックセットに対する送信電力レベル（あるい
は、その逆）の簡単な割り当て規則を容易化する。
【００９９】
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　以下の表は、上述の「割り当て規則」の一般化に対する実施例を示す。
【０１００】
【表１】

　上述の表では、指数ｘの電力レベルＰｎ
ｘは、異なる無線セル間で異なり、または、同

じ電力レベルを表す。所与の実施例では、指数ｘ＝１は無線セルｎにおける最も低い選択
された電力レベルＰｎ

ｘに言及し、ｘ＝Ｘは無線セルｎにおける最も大きい選択された電
力レベルＰｎ

ｘに言及する。更に、Ｐｎ
ｘ≦Ｐｎ

ｘ－１は全てのｘについて有効である。
異なるセル間の電力レベルの配分は、強度、即ち、無線セルｎの基地局によって送出され
る信号の電力レベルを表す指数ｘの順列によって実現される。 表から更に分かるように
、各電力強度指数ｘ∈｛１，２，３，・・・，Ｘ｝は表の各列および各行において一度生
ずる。したがって、図示する実施例では、サブキャリアブロックセットＭの数は送信電力
レベルＸの数に等しい。更に、クラスタＮにおける無線セルの数は、サブキャリアブロッ
クセットＭまたは送信電力レベルＸの数それぞれと同じである。本発明の更なる実施の形
態により、Ｐｎ

ｘ＝Ｐｎ
ｘ－１が可能となり、これは、それぞれのセルＳＢＳｍおよびＳ

ＢＳｍ＋１では送信電力が同一であることを本質的に意味する。当然のことながら、これ
は、選択されたサブキャリアブロックセットについてのみ有効である。本実施の形態は、
所与のセルに対するサブキャリアブロックセットより低い電力レベルを有し、多数のサブ
キャリアブロックセットに対して単一の電力レベルが使用される場合に類似する。
【０１０１】
　配分規則を更に一般化すると、以下の表はサブキャリアブロックセットＭよりも送信電
力レベルＸが多い場合、即ち、Ｘ＞Ｍの場合に対応する。簡略化のため、Ｘ＝２Ｍと仮定
する。したがって、常に二つの電力レベルが単一のサブキャリアブロックセットにマッピ
ングされる。
【０１０２】

【表２】
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　表において電力レベルＰｎ
ｘにおける指数ｘが示すように、隣り合う電力レベル（｛１

，２｝，｛３，４｝，・・・，｛Ｘ－１，Ｘ｝）が単一のサブキャリアブロックセットに
マッピングされる。当然のことながら、サブキャリアブロックセットへの二つの電力レベ
ルの全ての他の配分も本発明の更なる実施の形態に従って可能であることは理解されるで
あろう。更に、利用可能なサブキャリアブロックセットよりも選択された電力レベルが多
い場合、サブキャリアブロックセットに対して等しくない数の送信電力レベルを割り付け
ることも可能である。配分を選択する際、表の各行および各列が電力レベル指数ｘそれぞ
れを一度だけ有することができるといった上述の規則に従うべきである。一つのサブキャ
リアブロックセット当たり多数の電力レベルの定義の場合、送信器はそれら電力レベルの
どれも送信のために自由に選択することができる。典型的には、送信器は、送信すべき対
応受信器の瞬間チャネル品質に基づいて電力レベルを選択する。
【０１０３】
　Ｍ＞Ｘの場合、複数のサブキャリアブロックセットが単一の送信電力レベルに割り当て
られてもよい。Ｎ≠Ｍ、即ち、クラスタにおける無線セルの数とサブキャリアブロックセ
ットの数とが等しくない場合、配分規則は上述の規則、即ち、表の各行および各列が各電
力レベル指数ｘを一度だけ有することに従う。
【０１０４】
　セルクラスタにおけるセルの数の倍数に等しい送信電力レベルと、サブキャリアブロッ
クセットの数とを選択するとき、簡単な配分規則が定められる。一つの無線セル当たりの
サブキャリアブロックセットの数と送信電力レベルの数とが等しい場合、上述に概説した
簡単なマッピング方式が使用されてもよい。
【０１０５】
　電力レベルとサブキャリアブロックセットとの選択および配分は、従来技術のシステム
と比較して、高い送信電力を有するＳＢＳに対して干渉レベルを低下させ、低い送信電力
を有するＳＢＳに対して干渉レベルを増加させる。
【０１０６】
　三つのセルクラスタよりなる六角形のマルチセルレイアウトに規則を拡大すると、図５
に示すように、隣接セルには常に異なるＳＢＳ電力レベルを割り当てられることが実現さ
れる。
【０１０７】
　図６乃至図８は、割り当てられた送信電力オフセット（電力レベル）がＳＢＳ１、２、
および、３それぞれに対して２．６ｄＢ、－０．４ｄＢ、および、－５．４ｄＢの場合の
無線セル１（ＢＳ１）に対するＳＢＳ１からＳＢＳ３に対するＳＩＲ分布を示す。電力オ
フセットは、０ｄＢ、即ち、２．６ｄＢ＋［０　－３　－８］ｄＢの１ＳＢＳ当たりの平
均電力に対して定められる。無線セル１の境界内で、全てのＳＢＳに対してＢＳ１からの
距離が増加するとＳＩＲが減少することが観察される。更に、予想されるように、平均Ｓ
ＩＲはＳＢＳ１からＳＢＳ３に減少する。
【０１０８】
　図９は、以下の設定に対するＳＩＲ分布を示す。ＳＢＳ１（高電力）は、無線セル１（
エリア１）内の低いジオメトリをカバーし、ＳＢＳ２（中間電力）はセル１（エリア２）
内の中間のジオメトリをカバーし、ＳＢＳ３（低電力）はセル１（エリア３）内の高いジ
オメトリをカバーする。即ち、移動局は、位置するエリアをカバーしているＳＢＳに属す
るサブキャリアブロックに割り当てられる。ジオメトリは、送信器と受信器との間の距離
に厳密に結びつけられない伝搬路損失に依存するが、障害物にも依存することを念頭にお
く。しかしながら、提供される実施例は、伝搬路損失が距離にだけ依存する簡略化された
レイアウトを示す。
【０１０９】
　図３および図４に示すような無線セルにおける従来技術のＳＩＲ分布と比べて、本発明
を用いるＳＩＲ分布はより均一、即ち、無線セル境界の近傍のＳＩＲは増加され、無線セ
ルの中心におけるＳＩＲは減少される。
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【０１１０】
　この効果は図１０に示される。無線セル内のＳＩＲ分布の標準偏差（ＳＴＤ）は、従来
技術のシステムに対する８．４ｄＢのＳＴＤと比較して５．５ｄＢに著しく低下される。
１乃至１０ｄＢのＳＩＲ範囲を見ると、所与の電力オフセットに対して平均ＳＩＲ値の８
５％が範囲内（従来技術では４９％）である。これにより、適当なダイナミックレンジ内
でＡＭＣ方式が定められる。更に、所与のセルにおける全ての移動局に対してより均一な
データレートの実現を補助する。低いジオメトリの移動局に再送信する可能性は、電力が
不十分な多値変調方式を用いる可能性と同様に、減少される。
【０１１１】
　ＳＴＤが減少すると、結果として、平均ＳＩＲの平均値が減少することに注意する。し
かしながら、この減少は、従来技術において平均ＳＩＲの平均値に著しく寄与する３０ｄ
Ｂを超える値がＡＭＣ制限により通常効率的に利用されないため、著しい影響を及ぼさな
い。図１１および以下の表は、異なる電力オフセット設定に対して得られた結果を示す。
【０１１２】

【表３】

　上記表より分かるように、平均ＳＩＲが標準偏差と同様に、本発明の異なる実施の形態
に従って提案された方法を用いると減少される。平均ＳＩＲは減少されるが、より多くの
通信端末が１乃至１０ｄＢの範囲のＳＩＲを有し、例えば、より均一な実現可能なデータ
レートあるいはＡＭＣ方式のより効率的な利用を可能にする。
【０１１３】
　一実施の形態によると、本実施の形態の重要な態様は、無線通信システムの無線セル内
のサブキャリアブロックセット（ＳＢＳ）の定義、並びに、ＳＢＳに対する異なる電力オ
フセット（送信電力レベル）の定義であることは理解されるであろう。更に、隣接セルに
おける電力オフセットの定義は、最も高い電力を有するＳＢＳに対する干渉が少なくとも
減少されるように整列される。
【０１１４】
　更なる実施の形態によると、低いジオメトリのＭＳが高電力ＳＢＳに割り当てられる、
あるいは、その逆でもよい。即ち、通信端末にはそのジオメトリに基づいて無線チャネル
（サブキャリアブロックセット）が割り当てられる。実際の（非理想的な六角形の）配置
および環境では、ジオメトリといった用語は必ずしもＭＳ－ＢＳ距離（セルの中心までの
ＭＳ距離）に対応せず、むしろ信号路損失に言及することに注意する。即ち、ＭＳはＢＳ
に非常に近接してもよいが、信号路が建物の影になり干渉路がＬＯＳ（見通し環境）とな
るため、低い平均ＳＩＲを有する。先の項で用いたようにサブキャリアブロックは、Ｍ個
のサブキャリアを有してもよく、このとき、Ｍは１でもよい。即ち、Ｍ＝１の場合、シス
テムはＦＤＭシステムに「下げられる」。
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【０１１５】
　サブキャリアブロックセット（ＳＢＳ）はＳ個のサブキャリアブロックを含んでもよく
、このとき、Ｓは定められたＳＢＳに依存して変化してもよい。しかしながら、好ましい
実施の形態では、同じサブキャリアブロックが隣接セルにおける対応ＳＢＳに対して使用
されてもよい。後者の場合、セルクラスタの各無線セルにおけるサブキャリアブロックセ
ットそれぞれに対して、対応サブキャリアブロックセットに同じサブキャリアが割り当て
られることについて対応するよう、隣接無線セルに対応サブキャリアブロックセットが存
在してもよい。
【０１１６】
　更に、ＳＢＳ電力オフセットは、無線セルによって変化してもよい。ｘが定められたＳ
ＢＳに対して、ｘ－１までのＳＢＳが同じ電力オフセットを有してもよい。電力オフセッ
トは、各セルに対して個別に、あるいは、隣接無線セルに従って再構成されてもよい。
【０１１７】
　本発明の別の態様は、無線セルにおけるサブキャリアブロックセットと、送信電力レベ
ルの（再）構成に対するシグナリングに関する。無線セルにおける再構成がセルの無線セ
ルと隣接して調整され得るため、隣接セルに再構成に関わる情報をシグナリングすること
が必要となる。
【０１１８】
　例えば、無線セルにおけるチャネルの品質、即ち、干渉レベルに関する情報は、使用さ
れるそれぞれの電力レベルの再構成を考慮する際に当該情報を隣接無線セルが用いること
を可能にするために、隣接無線セルにシグナリングされてもよい。更に、サブキャリアブ
ロックセットへのサブキャリアブロックのグループ化が変更されなくてはならないとき、
サブキャリアブロックセットへのサブキャリアブロックの新しい配分またはマッピングは
、隣接セルがそれぞれのセルにおいて同じマッピングを使用し得るため、隣接セルにシグ
ナリングされなくてはならない。
【０１１９】
　ネットワークアーキテクチャに依存して、当該情報はセルクラスタを制御する監視ユニ
ット（例えば、無線ネットワークコントローラ）に送信されてもよく、（再）構成を開始
するために情報を利用してもよい。
【０１２０】
　本発明の更なる実施の形態によると、本発明の別の態様は、送信器と受信器との間の通
信に関わるシグナリングである。送信器と受信器との間のシグナリングは、サブキャリア
ブロックセット割り当てと、サブキャリアブロック割り当てとのシグナリングを含み得る
。サブキャリアブロックの実際の頻繁な（フレーム毎）割り当ての前に、それぞれの移動
局に対する「アクティブな」サブキャリアブロックセットを基本的に定義するサブキャリ
アブロックセットへの移動局の比較的低い頻度の事前割り当てが存在してもよい。
【０１２１】
　これにより、移動局が事前に割り当てられたサブキャリアブロックセットに対してだけ
シグナリングが実行されたため、サブキャリアブロック割り当てに対するシグナリングオ
ーバーヘッドを減少することが可能となる。更に、それぞれのサブキャリアブロックセッ
トに対してだけ行われ得る受信器から送信器へのチャネル品質のフィードバックシグナリ
ングに対するシグナリングオーバーヘッドを減少することが可能となる。
【０１２２】
　更に、本発明の基礎となる思想は、どのセルレイアウトに適用されてもよいことに注意
する。本発明の別の実施の形態によると、セクタ化された無線セルが使用されてもよい。
１セル当たり三つのセクタを有する六角形の無線セルレイアウトに対する実施例は図１２
および図１３に示される。アダプティブアレイアンテナのアンテナパターンが無視できる
形態で（即ち、アンテナビーム幅≦１２０°）において互いと干渉する無線セル内セクタ
を定めると仮定してもよい。この場合、隣接セル（アンテナビーム幅内）のセクタの干渉
が著しく目立つ。図１２に示すように、無線セル１（ＢＳ１）のセクタ２に対して、隣接
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無線セルにおいて二つの隣接セクタ、即ち、無線セル（ＢＳ３）のセクタ２と無線セル２
（ＢＳ２）のセクタ３が存在する。異なる無線セルにおける三つの隣接セクタがセクタク
ラスタとして考慮されてもよい。
【０１２３】
　単一の無線セルにおいて示される各セクタでは、同じサブキャリアブロック（即ち、サ
ブキャリア）が同時に使用されてもよい。干渉を均衡化させるためには、セクタ化されて
いない無線セルの使用に対する上述の方法が用いられる。当該方法は、セルクラスタの無
線セルに対して干渉均衡化を実行する代わりに、セクタクラスタのセクタ間の干渉が均衡
化される点で、新しいセルレイアウトに対してのみ適応される。
【０１２４】
　図１２を図５と比較するに、送信電力レベルとサブキャリアブロックセットとの同じ数
の選択、および、電力レベルとサブキャリアブロックセットとの間の同様のマッピングが
使用され得ることに注意する。図１２に示されるように、同じ電力レベル－サブキャリア
ブロックセットの組み合わせが無線セルのセクタ内で使用されてもよい。したがって、セ
クタクラスタに属するセクタ間の調整された電力レベル－サブキャリアブロックセットの
組み合わせの「パターン」が、無線セルクラスタに対する調整された電力レベル－サブキ
ャリアブロックセットの組み合わせについて図５から公知のものに対応してもよい。しか
しながら、無線セル内で多数のセクタを用いる場合、単一の無線セルのセクタにおいて選
択される電力レベルは互いと異なり得る。
【０１２５】
　更に、セクタ内の送信電力レベルとサブキャリアブロックセットは、上述のように再構
成されてもよい。セクタの再構成について隣接無線セルに通知する必要があるシグナリン
グは、基地局に送信されてもよく、セクタクラスタの隣接セクタのアンテナビームを提供
する。
【０１２６】
　可能な電力レベル－サブキャリアブロックセットの組み合わせに対する別の実施例は図
１３に示される。本発明の本実施の形態では、単一の無線セルのセクタは、図１２の実施
例と同じ電力レベル－サブキャリアブロックセットの組み合わせを使用しない。セクタベ
ースで考慮される調整された電力レベル－サブキャリアブロックセットの組み合わせの結
果として得られる「パターン」は、図５に示されるものと同様である。つまり、図１３の
セクタは、複数のセクタが無線セルの基地局によって制御されることを控えるために図５
の無線セルに対応する。
【０１２７】
　本発明の基礎となる思想は、ＭＣ－ＣＤＭＡ（マルチキャリア－ＣＤＭＡ）システムに
も容易に適用される。ＭＣ－ＣＤＭＡシステムを用いる場合、所与のＳＢＳに対する送信
電力レベルは所与の（サブ）キャリア（ブロック）に対する１符号当たりの電力の和につ
いて定められる。このようなＭＣ－ＣＤＭＡシステムは、時間および／または周波数領域
での拡散を用い得る。
【０１２８】
　更に、本発明の基礎となる原理は、通信システムのダウンリンクおよび／またはアップ
リンクでの通信にも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】（ａ）従来技術におけるサブキャリアブロックに対する送信（ＴＸ）電力と、（
ｂ）本発明の実施の形態によるサブキャリアブロックセット（ＳＢＳ）（ＰＳＢＳ１＞Ｐ

ＳＢＳ２＞ＰＳＢＳ３）に属するサブキャリアブロックに対して異なる電力オフセットを
有する所与の無線セルに対する三つの実施例を示す図
【図２】本発明の実施の形態による三つの等しいサイズのサブキャリアブロックセットを
有するマルチセルＳＢＳ構造を示す三つの実施例を示す図
【図３】電力制御を有さない従来技術のシステムについての基地局に対するジオメトリに
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依存する平均ＳＩＲの分布を示す図
【図４】従来技術における基地局ＢＳ１に取り付けられた無線セルの境界内の場所に対す
る従来の相対ＳＩＲ発生を示す図
【図５】三つのＳＢＳを有する六角形のセルレイアウトにおけるＳＢＳ電力割り付けパタ
ーンを示す図
【図６】本発明の実施の形態によるサブキャリアブロックセットの異なる送信電力レベル
に対する、且つ、その組み合わせに対するジオメトリに依存する平均ＳＩＲの分布を示す
図
【図７】本発明の実施の形態によるサブキャリアブロックセットの異なる送信電力レベル
に対する、且つ、その組み合わせに対するジオメトリに依存する平均ＳＩＲの分布を示す
図
【図８】本発明の実施の形態によるサブキャリアブロックセットの異なる送信電力レベル
に対する、且つ、その組み合わせに対するジオメトリに依存する平均ＳＩＲの分布を示す
図
【図９】本発明の実施の形態によるサブキャリアブロックセットの異なる送信電力レベル
に対する、且つ、その組み合わせに対するジオメトリに依存する平均ＳＩＲの分布を示す
図
【図１０】本発明の実施の形態によるセルＢＳ１の境界内の場所に対する相対ＳＩＲ発生
を示す図
【図１１】本発明の実施の形態による選択された電力オフセット組み合わせに対する平均
ＳＩＲの平均および標準偏差を示す図
【図１２】本発明の実施の形態による一つのセル当たり三つのＳＢＳと三つのセクタを有
する六角形のセルレイアウトにおけるＳＢＳ電力割り付けパターンに対する実施例を示す
図
【図１３】本発明の実施の形態による一つのセル当たり三つのＳＢＳと三つのセクタを有
する六角形のセルレイアウトにおけるＳＢＳ電力割り付けパターンに対する別の実施例を
示す図
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